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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

清秋気配を受けて
　今年も短い梅雨の後、暑い夏が過ぎようやく秋風が心地よい
季節となってきました。地区内会員の皆様方は如何お過ごしに
なられたでしょうか。
　ガバナー訪問も８月中は、お盆休みの時を除いて、８月３日の諫早北RC様から３１日の唐
津東RC様まで、地区内の１７クラブを回らせていただきました。
　皆さん其々特徴のある活発なクラブ運営をなされており、当方も勉強させられました。こ
の地区は熱心な地区だと、他地区から言われる所以だと思います。
　今後も益々活発に活動していただけますように祈念いたしております。
　先月号の後、地区行事としては、７月29日のインターアクト地区大会が有田で開催されまし
て、地元有田RC様には、大変お世話になりました。またインターアクト委員会の皆様方お疲
れさまでした。来年は当地区が担当で全国大会を開催される予定との事。しっかりと準備さ
れてください。
　また、８月６日には、従前はクラブ奉仕セミナーでしたが、今年からクラブ奉仕戦略計画
セミナーと呼称も変わり、会員増強に加えて、新しく新設されたIT公共イメージ向上委員会、
クラブ管理運営委員会との合同セミナーが東彼杵コミュニティーセンターにて開催されまし
た。会員増強は、勿論いつの時代も重要ですが、折角入っていただいた新会員の方々の教育
やフォローも無くてはならない大切な事業となっています。それを担当するのが、クラブ管理
運営委員会の役割です。皆様方のクラブでもこの委員会新設をぜひお願いしたいと訪問中
に御願いしてまいりました。開設よろしくお願いいたします。同時開催のIT公共イメージ向上
委員会のセミナーでは、RIからクラブセントラルの登録を地区内クラブ様に御願いしてほしい
との意向もありましたし、My Rotaryへの登録も情報入手のためになくてはならないツールと
して活用していただくよう、今回から登録方法などの実務のセミナーも分科会として、準備い
たしました。地区内の皆様方には取り組んでいただけたでしようか。今後はペーパーレスの時
代が参ります。難なく対応できるようになりたいものです。また、折角の各ロータリーの素晴
らしい事業もマスコミに積極的に発信していかなくては、市民&県民の皆様方へロータリー
の認知が充分なされないことは勿体ないことですので、ぜひクラブ単位でも積極的に発信に
心がけてくださいますようお願い申し上げます。難しい時は地区IT公共イメージ向上委員会
に御相談下さい。委員長以下協力できる体制を、整えております。地区HPも７月以降改編し
ておりまして、必要書類のダウンロードや奉仕活動紹介欄なども充実させております。社会
に広く皆様方のロータリー活動が認知されますことを祈っております。

ガバナー 挨 拶
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第３グループ　ガバナー補佐

花島　光喜
（鹿島ＲＣ）

　この度、思いがけずガバナー補佐の役目をお引き受けし、仕
事そして業界団体の行事、警察関連団体＆福祉関連団体＆法
人、商工会議所団体の役を仰せつかり、奮闘しております。 
　2017年度～2018年度、２月26日（日）、ガバナー補佐研修
会、終了後、地区チーム研修セミナー・３月26日（日）会長エレク
ト、次期幹事研修セミナー・５月14日（日）米山委員長セミナー・
５月20日（日）地区研修・協議会・最後に新旧ガバナー補佐会議及び懇親会が長崎ANプ
ラザホテルで開催され、ご苦労して頂いた、ガバナー補佐の感想はすがすがしく、素晴らし
い、経験が出来、素晴らしい仲間が出来たと満足の皆様でした。
　しかし、2017年～2018年度のガバナー補佐は、皆さんが、やや緊張してのスピーチで明暗
があつた感じがしましたが、我 も々1年後には、素晴らしい、経験と仲間が出来る事を楽しみ
に頑張る覚悟をして、思案橋方面に流れました。小林地区幹事の案内で、駒井ガバナー、笠
地区幹事、諸石ガバナー補佐、他関係者の皆さんと、楽しい一時が出来安心致しました。 
　いよいよ、７月４日（火）、鹿島クラブ、ガバナー補佐公式訪問、クラブ協議会が始まり、33
年目の自クラブですが、少し緊張しながら、楽しい訪問で終わりました。
　ガバナー補佐としてクラブの現況報告のなかで、『特徴ある事業』『珍しい事業』、『会員
増強』『年次寄付目標』『米山記念奨学会寄付目標』ガバナーの方針に沿った、各委員会ご
との表を作成し、各委員会のポイントを吸い上げ、僕は僕なりの、ガバナー補佐として鹿島ク
ラブの良い処・その他不足の処の報告を致しました。      
　７月11日（火）いよいよ、ガバナー公式訪問です。第2740地区では、ガバナーは例年鹿島
クラブからの、公式訪問で、祐徳稲荷神社で１年間『第2740地区の会員の皆様の健康と、
地区のロータリーの健全運営、交通安全、その他色々な祈願をして頂き、鹿島だちが出来ま
した。神社では、権宮司様が、ご本殿まで来て頂き、特別な説明、巫女さんの説明や、巫女
さんと、写真まで、どうぞと言われ、なかなか普段踏み込めない所に入る事が出来ました。
　駒井ガバナー、笠地区幹事、織田会長、山下幹事、植松会長エレクト、ガバナー補佐、会
議では、織田会長の今年度の方針の説明で、キーワードは変化・改革でクラブを取り巻く環
境の変化に対応します、そしてクラブ定款・細則については理事会、クラブ総会で承認され、
植松会長エレクトが実行委員長となり、今年度組織をつくり、次年度より運営する報告。

＊尚　最後に成りましたが、第3グループは、ガバナー補佐として、他クラブに訪問致しており
ませんので、書くことが出来ませんので、申し訳御座いません、此処で終わらせて頂きます。

ガバナー補佐リレー随想
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　平成29年７月18日、駒井ガバナー、笠地区幹事、第４
グループ白川ガバナー補佐、佐賀南RC中山様の皆様を
お迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催しました。
　例会前に、駒井ガバナーを含めた３名の地区役員の
方 と々東島吉隆会長、平野直人会長エレクトに幹事を
交えて懇談の場を持ちました。
　最初に『2017-2018年度　第2740地区　駒井英基
ガバナー公式訪問　白川十郎ガバナー補佐訪問　唐
津ロータリークラブ現況並びに活動報告書』を参照し
ながら、クラブの概況、姉妹クラブとの交流内容、各委
員会の構成と活動内容などを中心に説明しました。
　また、駒井ガバナーより、昨年度のクラブ創立60周
年記念事業を終えた事について、歴史あるクラブとの
認識を深められました。
　今年度のＲＩテーマ『ロータリー：変化をもたらす』
（ROTARY：MAKING　A　DIFFERENCE）より地
区運営方針として『地域社会にも変革を』を駒井ガバ
ナーは唱えられており、その中でも特にロータリーの
公共イメージと認知度の向上を目指すとして、クラブ
運営の中に積極的に取組むよう説明されました。
　具体的には次の４点で、①クラブ管理運営委員会の
設置、②クラブセントラルの登録と活用、③市民の方に
事業広報をより努力すること、④クラブ細則に入会金、

例会日等を明記することと説明されました。
　会場を移し、例会では通常の報告事項の後、駒井ガ
バナーの卓話を行って戴きました。
　世界大会の模様、RIテーマ、地区運営方針とクラブ
のサポートと強化について等、プロジェクターを使っ
て説明を行って戴きました。限られたわずかな時間で
ありましたが、駒井ガバナーの丁寧な説明で、クラブ
会員の理解は図られたものと考えます。
　例会終了後、全員で記念撮影を行いました。
　最後に、駒井ガバナーを初めとする地区役員の方々
への感謝とご健勝を祈念しご報告といたします。あり
がとうございました。

　７月21日（金）駒井英基ガバナー、小野秀喜第８
グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、藤井義博
佐賀南RC会長をお迎えし、ガバナー公式訪問例会
を開催いたしました。
　例会に先立ち懇談会を行い「クラブ現況報告」
「クラブ運営方針活動」等を報告させて頂きま
した。ガバナーから、本年度諫早RCの活動であ
る「道案内看板設置」「スポーツ教室」「世界社
会奉仕事業」等は地元新聞社や放送局を巻き込
み、諫早RCの公共イメージを高め認知度向上に
努めていただきたいとご指導を受けました。
　ガバナーの所属クラブの佐賀南RCは会員41名
でガバナーを支えておられます。73名の諫早RC
からガバナーを輩出、または地区への出向を希望
するとの感想をいただきました。
　公式訪問例会は諫早名物うなぎの昼食のあと、
「職業奉仕にて地域社会に貢献」「クラブ委員会

構成の変更」等をプロジェクターを使いわかりや
すく卓話をいただきました。例会終了後、全員で
記念写真の撮影をして恙なく終わる事が出来ま
した。
　猛暑、厳しき折、お身体に充分ご留意され無事
に公式訪問が終了されることをご祈念申し上げ
ます。
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　７月24日、駒井ガバナー、山口第２Gガバナー
補佐、笠地区幹事、本村地区副幹事をお迎えして
公式訪問例会を開催しました。
　三役懇談会では、宮地会長から「有意義で楽し
いクラブ活動」の方針説明やクラブの現況、松本
幹事からバルーンを活用した地区補助金事業に
ついて説明し、公共イメージの向上に関連し、興
味を持っていただきました。
　例会に先立ち、北部九州豪雨被災者へ黙祷を
ささげ、ガバナー卓話では「地域社会にも変革
を！」を中心に、変えるべきところは変え、守るべ
きところは守っていく。柔軟性導入についてもガ
バナーのお考えを会員全員で考える機会を与え
ていただき、有意義なご指導を頂きました。
　CLPに基づく組織づくり、地区補助金事業など

当クラブの運営姿勢、活動計画書に高い評価を
いただきましたことは、会員の誇りとするところ
であります。

　７月31日（月）の第1492回例会に、駒井英基
ガバナー、前田和隆ガバナー補佐、鐘ヶ江輝昭地
区副幹事をお迎えしてのガバナー公式訪問が開
催されました。
　まず、懇談会では、当クラブの現況をご報告し、
運営方針、主要な事業をご説明しました。駒井ガ
バナーからは、当クラブの活動が充実している旨
のお褒めの言葉をいただきました。また、これら
の事業を市民の皆様に認知いただくよう、マスコ
ミへの投げかけを更に取り組んで欲しい旨のご助
言をいただきました。
　例会では、駒井ガバナーから今年度のRI方針と
地区運営方針についてお話をいただき、当クラブ
の会員もしっかりと理解できたものと思います。
最後に、クラブ奉仕、職業奉仕の重要性をお話し
されたのが印象的でした。

　ご訪問いただいた駒井ガバナー、前田和隆
ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事へ御礼申し
上げますとともに、今後のご活躍をお祈りいた
します。
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　８月３日（木曜日）駒井英基ガバナー、小野秀喜
第８グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事を
お迎えして、公式訪問例会を開催しました。例会
前の懇談会には、会長、会長エレクト、幹事、副
幹事が同席して、当クラブの概要や活動内容を報
告し、ガバナーよりご意見やご感想をいただきま
した。
　例会には、栗林パストガバナー、宮崎パストガ
バナー、千葉ガバナーノミニーはじめ61名の会
員が出席し、駒井ガバナーの今年度地区運営方
針などの説明を聞きました。特にIT公共イメージ
向上に関する説明は非常に興味深く、またサン
ディエゴで開催された国際協議会の様子などは、
ユーモアを交えながら楽しくお話ししていただき

ました。変化をもたらすべくご活躍される駒井ガ
バナーの情熱を感じることができた公式訪問例
会となりました。

　猛暑の中、８月４日（金）に駒井英喜ガバナー、
山口善生ガバナー補佐、笠慶喜地区幹事をお迎
えしてガバナー公式訪問を開催いたしました。
　例会に先立ちまして、会長、会長エレクト、幹事
との懇談会を行い、当クラブの運営方針とクラブ
現況及び活動計画について報告させて頂きまし
た。前年度より取り組んでおります児童養護施設
「明星園」とのふれあい奉仕活動を新たな企画
で検討中である事、また青少年スポーツ大会（長
崎市少年剣道大会）への参加・支援、姉妹クラブ
「台湾・高雄RC」及び友好クラブ「函館RC」との
交流について説明させていただき、活動に良い評
価を頂きました。
　例会では駒井ガバナーよりイアンＨ.Ｓ.ライズ
リーRI会長のテーマである「ロータリー：変化を

もたらす」についてご説明されたうえで地区方針
「地域社会にも変革を！」という運営方針に沿っ
たお話を頂きました。
　最後に駒井ガバナーを始め皆様方の御来訪に
感謝申し上げますとともに今後とも御指導くださ
いますようお願いいたします。
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　台風５号もどうにか無事に通過して、８月７日
（月）駒井英基ガバナー公式訪問例会が開かれ
ました。前日のクラブ奉仕戦略計画研修セミナー
に続き、当日は猛暑の中、ご来訪頂き有難うござ
います。
　RI戦略的目標３本柱の
　　１．クラブのサポート
　　２．人道奉仕の重点化
　　３．公共イメージと認知度向上
を目標に、ガバナーからお話を頂きました。
　特に、駒井ガバナーの地区運営方針の「地域社
会にも変革を！」を胸に刻み、会員増強を純増２
名以上、「My Rotary」「Club Central」の活用、
また、中央ロータリーは多年素晴らしい奉仕事業
「ロータリーサンタ」「ゆうゆう牧場のホースセラ
ピー」を実施されているので、是非公共イメージ

と認知度向上を遠慮なく実施して下さいとのお言
葉を頂きました。
　ガバナーの温かいお言葉で、どうにか一年間、
会員全員で頑張っていけそうです。
　ガバナーはじめ地区役員の皆様、お身体をご自
愛なさり、ご指導の程よろしくお願い致します。

　さる８月８日、駒井英基ガバナ－様御一行を北松
浦RCの例会場であるサンパ－ク吉井にお迎えしガ
バナ－公式訪問が開催された。事前にガバナ－補佐
より「ガバナ－は優しい気さくな方ですよ」との言
葉を頂き緊張の中にも少し「ほっ」として臨むこ
とができた。実際にその通りのお人柄で、クラブ
の現況報告に耳を傾けながら良い面を沢山取上
げて頂き、意外にも当たり前と思っていたことが
良い伝統なのだと気付かされた。また、当クラブ
は、「次年度50周年を迎える事になります。」と
の話題には、「素晴らしいですね、是非呼んで下
さい。」と声をかけて頂き、45分の予定が5分程
超過しあっという間の懇談会となった。また、例
会ではサンディエゴでの美味しい…話など交え

た報告があり、終始和やかに公式訪問を終了す
ることができた。
　公式訪問も前半途中かと思われます。酷暑の
中無事に終了されることを祈念致します。
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　８月９日（水）に、駒井英基ガバナー・山口誠二
ガバナー補佐・笠慶宣地区幹事、古川尋美「月信」・
HP編集委員をお迎えし、ガバナー公式訪問例会
を開催いたしました。例会に先立ち会員・幹事・
会長エレクトとの懇談会を行い、当クラブの今年
度の活動計画・方針を説明いたしました。
　当クラブは、今年度の会員増強目標である純増
２名を７月に達成し、会員数45名になりました。
２年後は、50周年を迎えますので、50周年へ向
けて、会員50名という更なる増強目標に精進して
いくことや、実行委員会の立ち上げ、事業計画の
立案を行いたい旨を報告いたしました。
　例会では、駒井ガバナーより、国際協議会に出
席された時のお話や、RI会長イアン・ライズリー
氏のメッセージ［ロータリー：変化をもたらす］地
区運営方針［地域社会にも変革を！］についての
卓話をいただきました。クラブ管理委員会の役

割・クラブセントラル活動の登録・ロータリー公
共イメージの向上を目指そう・マイロータリーへ
の登録等を詳しく説明していただき大変有意義
な時間を過ごすことができました。
　駒井ガバナーはじめ地区役員の皆様のご訪問
を感謝いたしますと共にますますのご活躍をご祈
念申し上げます。今後ともご指導のほどよろしく
お願いいたします。

　去る８月17日、お盆休み明け早々に駒井ガバ
ナー様、花島ガバナー補佐様、笠地区幹事様にお
越しいただきました。
　例会前の懇談会ではクラブの内情、問題点、今
後の課題など時間一杯まで聞いていただき適切
なアドバイスにより小さなクラブなりの今後の方
針が見えてきたような気がします。
　例会卓話においてはガバナー研修時の詳細な
内容、中には本音を織り込んだお話も聞かせてい
ただき例会場の雰囲気も和んで楽しい時間とな
りました。
　他にもロータリークラブの発祥は仕事仲間が
集まったことからとの解説と現代においても自分
の仕事内容を会員相互でどんどん話し、各会員の

ビジネスにプラスになるようなクラブを作れば会
員も増える筈である、とおっしゃったことは私個
人としても非常に賛同したところでした。
　登録者数促進中の「マイ　ロータリー」、公式
訪問終了後私自身なんとか完了いたしました。
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　新しい年度が始まりもう２ケ月。私の仕事はゾーン１．２．３の各種コーディネーターの皆様と力を合わせて会員増強のた
めに動くことです。GEの皆様にお願いしたい事を以下にまとめました。
①名門クラブと歴史あるクラブの皆様にロータリーの矜持を維持し、よりクラブ運営を強化して頂くこと。
②いつの間にか（多分ここ10～15年の間に）30人未満のクラブになってしまった我がクラブを町おこしの中心クラブに
なっていただくためにクラブのビジョン声明を３年以内に作っていただくこと。
③分区（地域の線引きによる区分）を越えて1分区あるいは２分区から３分区で一つのクラブを新しく作っていただくこと。
等を提案申し上げたいと思います。2017-18年度は準備期間、2018-19年度、20年度は立ち上げ期として用意されるこ
とをお勧めします。日本のメンバー10万人の復活を夢見ています。

国際ロータリー理事　斎藤　直美

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年９月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

ロータリーの中核的価値観について
　世界の変化にロータリーが追いついていく必要を認めたのは、2015年10月のRI理事会・財
団管理委員会でした。時の流れの速い現代社会では、ロータリーの競合団体が数多く作り出
され、ロータリーの特色が薄れ、会員のメリット、価値を実感できなくなっています。再び他の
団体と異なる輝ける団体で存続するためには、ビジョンを持ち続けることです。そして自分たち
のアイデンティティであるロータリアン其々が持っている共通の価値観、すなわち親睦・高潔
性・多様性・奉仕・リーダーシップの５つの中核的価値観を意識して行動することです。
　ロータリーが初めて創られたのはお互い正直に語り合える楽しい仲間を作ること、つまり親
睦からでした。そして己の利益だけでなく、人に良いことをする、いわゆる利他の心が奉仕にな
りました。それは自分を律し、品格を高めることとなり、高潔性を生み出しました。いろんな会員
が増えることで寛容を必要として、多様性を育みました。ロータリアン一人ひとりが職業・地域
社会のリーダーであることの自覚が必要となってきました。しかしロータリーのリーダーシップ
は支配型（牽引型）リーダーシップではなく、目標に向かって進む仲間を応援することです。管
理・命令といった上から目線で指導する従来のリーダーと異なり、相手に対する思いやりや奉
仕の精神を常に置くことが特徴です。トップダウンの一方通行でなく対話型のリーダーシップで
す。これをサーバント・リーダーと呼ばれています。利他を意識し、組織を己の力で支配しようと
しないサーバント・リーダーは組織に強い絆をもたらします。ロータリーならず一般企業でも新
しいリーダー像として信頼され用いられています。この名称を作ったアメリカのロバート・グリー
ンリーフは「リーダーである人はまず相手に奉仕し、その後相手を導く」と著書にサーバント・
リーダーについて書き残しています。

第２ゾーン ロータリーコーディネーター　田中　正規

ロータリーの中核的価値観
　  奉仕　　（Service）
　  親睦　　（Fellowship）
　  多様性　（Diversity）
　  高潔性　（Integrity）
　  リーダーシップ
　　　　　  （Leadership） 

　 第 2 7 8 0 地区横 須賀 R C
「10,000メートルプロムナードグ
リーン作戦」に参加した横須賀
市を拠点とした６ロータリークラ
ブ、ローターアクト、ボーイスカウ
ト、６高校からの621名の参加者

行動をもって「公共イメージと認知度の向上」を推進しましょう
　イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会長は、「ロータリーとは何ですか？」という問いに「自らの〝行
動〟によって答えましょう」と述べました。ロータリーの「公共イメージと認知度の向上」への取
り組みにおいても、〝ロータリアンの行動する姿〟を見てもらうのが一番効果的であると実感し
ております。
　私の所属する第2780地区横須賀ロータリークラブ（神奈川県）では、10年前より毎年
「10,000メートルプロムナードクリーン作戦」を開催しています。地域の清掃ボランティア活動
ですが、今年は３月12日の日曜日に実施。横須賀市に拠点を置く6つのロータリークラブ、ロー
ターアクト、ボーイスカウト、６高校から総勢621名の参加がございました。この621名が６つの
出発点に別れて一斉にスタート、清掃活動をしながら市民と触れ合いながらゴール地点である
横須賀港湾岸緑地である「海辺つり公園」を目指しました。清掃活動をする私達の行動を、昇
り旗のロータリーの文字を、キャップについたロータリーのロゴをいったい、何千人、何万人の
市民が見たことでしょう。
　私自身もこの活動をしていて、多くの市民の方と触れ合ったり、挨拶をしたり、そして人の目に
触れている事を実感致します。人間の五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）の内、最も情報摂
取量が多いのは全体の87%を占める〝視覚〟なのです。「ロレックス」は世界的一流の時計ブラ
ンドですが、「ロレックス」というと皆様はすぐに「腕時計」をイメージされるでしょう。
　何故でしょうか?　腕時計は〝行動〟する人の腕にあるからです。つまり〝行動性〟があるので、
他人の目に触れる機会が多いのです。一方、壁掛け時計は自宅の壁に固定されているため、他
人の目に触れる機会が少ないのです。私達は行動する事によって、そしてその姿をより多くの人
に見てもらう事によって「公共イメージと認知度の向上」を推進して参りたいと存じます。 

第２ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター　渡辺　治夫
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様
のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出
版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。
　以下資料のご紹介を致します。

新着の文献から

◎「職業奉仕とロータリーの魅力」　大迫三郎　D.2730　2016　30p

◎「ロータリーの根幹は『ロータリーの目的』が規定する職業奉仕である」　D.2760　2017　90p 

◎「ロータリーって何だろう－クラブ奉仕を中心に」　松山R.C.　2012　73p

◎「新会員推薦の手引き」　大阪R.C.　2013　9・23p

◎「ロータリーのしおり」　明石西R.C.　2014　22p

◎「シェルドンなきロータリー」　田中 毅　源流の会　2017　6p　（シェルドンの森を巡る旅）

◎「ロータリーの正義（Ⅲ）」　田渕水作夫  2017 　55p 

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

 

◎「ロータリー米山記念奨学会50年のあゆみ」　ロータリー米山記念奨学会　2017  127p
〔申込先：ロータリー米山記念奨学会　TEL（03）3434-8681〕

◎「ロータリー情報ハンドブック（改訂第２版）」　ロータリー情報研究会　2017　821p
〔申込先：ロータリー情報研究会　FAX（050）3730-5737〕

文　庫　通　信（360号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

小城RC

大島英明 君
農業
代表者

佐賀南RC

日髙忠吉 君
積水ハウス㈱
支店長

松浦RC

武内勝正 君
九電産業㈱松浦事業所

所長

伊万里RC

中村秀人 君
伊万里信用金庫
財務企画部長

多久RC

大嶋哲也 君
一般社団法人　たく21
タウンマネージャー

唐津RC

渡邊　耕 君
アスタスク㈱唐津
代表取締役

佐世保北RC

中川信次 君
九州電力㈱佐世保営業所

所長

唐津東RC

大谷賢二 君
大谷商事
代表

佐賀北RC

野中修誠 君
㈱ビープラスト
専務取締役

唐津西RC

野﨑伸也 君
ペインティングプラン

代表

大村東RC

井手浩文 君
九州ひぜん信用金庫竹松支店

支店長

佐世保西RC

松瀬政司 君
飯盛神社
宮司

小城RC

橋村和夫 君
㈲小城新生興業社
代表取締役

唐津RC

川島雄輔 君
松尾法律事務所
弁護士

佐世保北RC

小西研一 君
小西&パートナーズ不動産鑑定㈱

代表取締役

唐津東RC

前谷逸生 君
㈲前谷薬局
代表取締役

佐賀西RC

川本賢哉 君
住友生命保険相互会社　佐賀支社

支社長

唐津RC

西島　治 君
㈱百花園
代表取締役

佐世保東南RC

井上　勝 君
樹積算事務所
会長

佐世保RC

安部雅隆 君
長崎国際大学
准教授

佐賀北RC

大坪義典 君
㈲東島新建材店
代表取締役

有田RC

坂本敏彦 君
坂本事務所
代表

長崎RC

小川圭司 君
ニュー長崎ビルディング㈱ホテルニュー長崎
代表取締役社長

松浦RC

大城　修 君
電源開発㈱松浦火力発電所

所長

７月入会
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長崎RC

遠藤理史 君
NHK長崎放送局

局長

長崎南RC

森　邦芳 君

長崎東RC

青柳　潔 君
長崎大学医学部公衆衛生学分野

教授

長崎北東RC

高木　潤 君
リコージャパン㈱販売事業本部　長崎支社

支社長

長崎東RC

森下豊邦 君
㈱長崎国際テレビ
常務取締役営業局長

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

７　
　
　

月

メジャードナー 駒井　英基　佐　賀　南

７　
　
　

月

メジャードナー

白川　十郎 伊　万　里
ベネファクター 川尻　　治 佐 世 保 南 前田　一彦 佐 世 保 南

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

藤井　義博 佐　賀　南 雪竹　弘男 佐 世 保 南
田中　洋介 佐　賀　南 南野　　健 大　村　北
高森　紘二 佐　賀　南

マルチプル

久保　康俊 武　　　雄
石橋　一雄 佐　賀　南 小川　　信 佐 世 保 南
古宇田れい子 佐　賀　南 太田　博道 佐 世 保 南
白川　十郎 伊　万　里 矢次　保夫 佐 世 保 南
山﨑　　弘 平　　　戸 山口　嘉浩 佐 世 保 南
加賀江順市 平　　　戸 池田　敏章 佐 世 保 南
雪竹　弘男 佐 世 保 南 川尻　　治 佐 世 保 南
小川　　信 佐 世 保 南 山下　　実 福　　　江
作元　誠司 佐 世 保 南 岡田　康信 長 崎 中 央
吉川　幸太 大　村　東

米山功労者

奥田　律雄 佐　賀　南
馬場　政廣 長　崎　東 藤井　義博 佐　賀　南

江副　　了 佐　賀　南
草野　惠介 諫　早　西
安田　伸幸 長 崎 中 央

唐津RC
本城　好春 君

2005-2006年度ガバナー
７月28日（享年 86歳）
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2017年７月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 71.7 73 2 73 2 0 0 0 0

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 74 0 0 0 0 0
小　　城 4 74.0 27 2 29 2 2 0 2 2 佐世保東 4 94.0 21 0 21 0 0 0 0 0
牛　　津 4 71.6 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 4 98.7 42 1 44 1 2 0 2 2
多　　久 4 84.2 37 4 38 4 1 0 1 1 佐世保中央 4 93.4 45 1 45 1 0 0 0 0
佐賀大和 3 70.3 26 5 26 5 0 0 0 0 佐世保東南 3 86.1 28 0 29 0 1 0 1 1
小計 74.4 195 13 198 13 3 0 3 3 HTB佐世保 3 79.7 23 3 23 3 0 0 0 0

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 82.8 39 2 40 2 1 0 1 1 小計 92.0 233 5 236 5 3 0 3 3
佐 賀 北 4 70.9 43 2 45 2 2 0 2 2

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 3 81.3 51 3 51 3 0 0 0 0
佐 賀 南 4 85.8 41 3 42 3 1 0 1 1 島　　原 4 81.0 26 2 25 1 0 1 -1 -1
神　　埼 4 81.5 41 4 41 4 0 0 0 0 雲　　仙 5 91.1 19 1 19 1 0 0 0 0
佐賀空港 3 86.4 16 1 16 1 0 0 0 0 大 村 北 4 87.6 20 1 19 1 0 1 -1 -1
小計 81.5 180 12 184 12 4 0 4 4 島 原 南 4 69.0 27 1 27 1 0 0 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 78.2 31 0 32 0 1 0 1 1 大 村 東 4 81.8 43 4 43 4 1 1 0 0
武　　雄 4 88.4 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 82.0 186 12 184 11 1 3 -2 -2
鹿　　島 4 89.4 33 4 33 4 0 0 0 0

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 80.7 73 0 73 0 0 0 0 0
嬉　　野 4 77.6 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 75.0 74 4 74 4 0 0 0 0
大　　町 3 77.1 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 92.7 43 0 43 0 0 0 0 0
白　　石 4 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 94.5 32 0 32 0 0 0 0 0
太　　良 4 87.5 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 90.6 16 6 16 6 0 0 0 0
小計 79.7 179 10 180 10 1 0 1 1 小計 86.7 238 10 238 10 0 0 0 0

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.5 57 0 59 0 3 1 2 2

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 89.4 78 0 80 0 2 0 2 2
伊 万 里 4 90.5 28 0 29 0 1 0 1 1 福　　江 4 91.1 33 0 33 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 89.1 51 0 53 0 2 0 2 2 長崎北東 4 79.9 38 3 39 3 1 0 1 1
唐 津 西 4 92.3 31 0 32 0 1 0 1 1 福江中央 4 93.1 20 0 20 0 0 0 0 0
伊万里西 4 97.3 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 83.6 49 0 48 0 0 1 -1 -1
唐津中央 4 84.7 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 4 62.9 16 0 16 0 0 0 0 0
小計 90.6 249 4 255 4 7 1 6 6 小計 83.3 234 3 236 3 3 1 2 2

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 1 0 1 1

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 76.8 85 0 85 0 0 0 0 0
平　　戸 4 82.6 34 2 34 2 0 0 0 0 長 崎 南 4 80.0 71 0 72 0 1 0 1 1
佐世保西 4 89.1 24 2 25 2 1 0 1 1 長 崎 東 4 80.9 43 2 45 2 2 0 2 2
北 松 浦 3 90.3 26 0 26 0 0 0 0 0 長崎みなと 4 90.0 25 1 25 1 0 0 0 0
松　　浦 4 95.0 28 1 30 1 2 0 2 2 長崎中央 4 94.9 60 0 60 0 0 0 0 0
小計 91.4 191 5 195 5 4 0 4 4 長崎出島 4 80.5 59 8 59 8 0 0 0 0

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年７月末までの増減です。

小計 83.9 343 11 346 11 3 0 3 3
57クラブ合計 84.5 2,228 85 2,252 84 29 5 24 24






